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俳
句
や
連
歌
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
季

語
。四
季
の
移
り
変
わ
り
が
鮮
や
か
な
日

本
の
風
土
の
中
で
、そ
の
時
々
の
季
節
を

指
し
示
す
言
葉
は
数
多
い
。土
地
の
気
候

や
景
観
、動
植
物
、人
々
の
生
活
や
文
化

に
深
く
関
わ
る
四
季
折
々
の
営
み
な
ど
、

幅
広
い
事
象
が
季
語
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
。単
に
文
学
的
な
意
味
合
い
に
と
ど
ま

ら
ず
、日
本
文
化
の
醸
成
と
合
わ
せ
る
よ

う
に
季
語
の
語
群
も
広
が
っ
た
。日
本
人

が
四
季
の
変
化
を
大
切
に
し
て
き
た
証

で
も
あ
ろ
う
。

　
桜
の
開
花
や
イ
チ
ョ
ウ
の
落
葉
、ウ
グ

イ
ス
や
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
初
鳴
き
、ツ
バ
メ

や
ホ
タ
ル
の
初
見
な
ど
、春
夏
秋
冬
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

域
上
空
の
水
蒸
気
量
デ
ー
タ
を
取
り
込

ん
だ
り
、世
界
最
高
性
能
の
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と

で
、予
測
精
度
が
上
が
る
と
の
研
究
成
果

を
昨
年
十
一
月
に
発
表
。一
連
の
調
査
・

分
析
手
法
の
実
用
化
に
よ
り
、豪
雨
の
時

間
帯
や
場
所
を
正
確
に
予
測
し
、迅
速
な

避
難
活
動
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
へ
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
気
象
庁
と
文
部
科
学
省
が
翌
月
に
公

表
し
た
報
告
書「
日
本
の
気
候
変
動
二
〇

二
〇
」で
は
、日
本
の
気
候
が
地
球
温
暖

化
で
今
世
紀
末
に
ど
う
変
わ
る
か
を
、二

種
類
の
気
温
上
昇
シ
ナ
リ
オ
別
に
予
測
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
猛
暑
や
大
雨
が
増
え
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る
緩

和
策
に
努
め
な
け
れ
ば
、災
害
発
生
リ
ス

ク
が
更
に
高
ま
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。

　
シ
ナ
リ
オ
の
一
つ
は
、温
暖
化
対
策
の

国
際
的
枠
組
み「
パ
リ
協
定
」の
目
標
を

達
成
し
、二
十
一
世
紀
末
の
世
界
平
均

気
温
が
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
約
二
度

上
昇
。も
う
一
方
は
、現
時
点
を
超
え
る

追
加
的
な
緩
和
策
を
取
ら
ず
、約
四
度

る
生
物
や
現
象
は
多
種
多
様
。昔
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
の
身
近
に
あ
り
、季
節
の

変
わ
り
目
を
い
ち
早
く
伝
え
て
く
れ
る
。

　
気
象
庁
が
一
九
五
三
年
に
全
国
統
一

の
観
測
方
法
で
開
始
し
た「
生
物
季
節

観
測
」。季
節
の
遅
れ
進
み
、気
候
の
違

い
や
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
、観
測
デ
ー
タ
は
地
球
温
暖
化

な
ど
長
期
的
な
気
候
変
動
の
指
標
に
も

活
用
。例
え
ば
ク
マ
ゼ
ミ
は
主
に
近
畿
以

南
に
生
息
し
て
い
た
が
、現
在
は
北
限
が

関
東
付
近
ま
で
移
動
し
て
い
る
そ
う
だ
。

昨
年
一
月
時
点
で
全
国
の
気
象
台
・
測

候
所
五
八
地
点
で
植
物
三
四
種
目
、動
物

二
三
種
目
が
観
測
対
象
だ
っ
た
。

　
近
年
は
気
象
台
・
測
候
所
周
辺
の
生

上
昇
し
た
世
界
の
気
候
変
動
を
予
測
し

て
い
る
。

　
二
度
上
昇
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、日
本
の

年
平
均
気
温
は
二
十
世
紀
末
よ
り
約
一
・

四
度
上
昇
し
、三
五
度
以
上
の
猛
暑
日
の

年
間
日
数（
全
国
平
均
）は
約
二
・
八
日

増
加
。四
度
上
昇
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、そ

れ
ぞ
れ
約
四
・
五
度
の
上
昇
、約
一
九
・

一
日
の
増
加
と
予
測
す
る
。一
日
当
た
り

の
降
水
量
が
二
〇
〇
㍉
以
上
と
な
る
大

雨
の
年
間
日
数（
同
）は
、二
度
上
昇
の

シ
ナ
リ
オ
で
約
一
・
五
倍
、四
度
上
昇
の

シ
ナ
リ
オ
で
は
約
二
・
三
倍
に
増
加
す
る

と
し
て
い
る
。

　
日
本
付
近
の
台
風
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
る
大
気
中
の
水
蒸
気
量
が
増
加
す

る
た
め
強
度
が
増
す
。降
雪
・
積
雪
で
は

北
海
道
内
陸
部
の
一
部
地
域
を
除
き
、

温
暖
化
で
減
少
す
る
と
予
測
。雪
で
は

な
く
、雨
に
な
る
こ
と
が
増
え
る
見
通
し

だ
。氷
床
・
氷
河
の
融
解
や
水
温
上
昇
に

伴
う
海
水
の
膨
張
に
よ
り
、日
本
沿
岸
の

平
均
海
面
水
位
は
二
度
・
四
度
上
昇
の

各
シ
ナ
リ
オ
で
約
○
・
三
九
㍍
、約
○
・

態
環
境
が
変
化
。植
物
の
季
節
観
測
は

適
切
な
場
所
で
の
標
本
木
の
確
保
が
、動

物
で
は
対
象
種
目
を
見
つ
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
。こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、二
○
二
一
年
一
月
か
ら
は
動
物
の
季

節
観
測
を
す
べ
て
廃
止
し
、植
物
は
桜
の

開
花
・
満
開
な
ど
六
種
目
九
現
象
に
減

ら
し
た
。地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
の
長
期

変
化
や
一
年
を
通
じ
た
季
節
の
変
化
と

遅
れ
進
み
を
、全
国
的
に
把
握
す
る
こ
と

に
適
し
た
代
表
的
な
も
の
に
観
測
対
象

を
絞
っ
た
。

気
象
デ
ー
タ
積
極
活
用

防
災
情
報
の
発
信
高
度
化

七
一
㍍
上
が
り
、浸
水
災
害
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
指
摘
す
る
。

野
心
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援 

持
続
可
能
な
社
会
創
出
へ

　
昨
年
の
十
二
月
十
二
日
、パ
リ
協
定
の

採
択
か
ら
五
年
の
節
目
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
か
れ
た「
気
候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
」で

は
、各
国
の
首
脳
が
脱
炭
素
化
へ
の
決
意

を
表
明
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
投
資
拡
大
を
求
め
る
声

も
上
が
っ
た
。二
○
五
○
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

目
標
を
掲
げ
る
菅
義
偉
首
相
は
、ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

指
導
力
を
発
揮
す
る
」と
表
明
。二
○
三

○
年
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

取
組
み
に
つ
い
て
、今
年
の
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
二
六
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）ま
で
に
国
連
へ
の
報
告
を

目
指
す
と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
前
に
閣
議
決
定

し
た
政
府
の
追
加
経
済
対
策
で
は
、環
境

　
従
来
の
生
物
季
節
観
測
の
種
目
・
現

象
の
見
直
し
は
、こ
れ
ま
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
身
近
に
あ
っ
た
自
然
環
境
が

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。温
暖
化
の
影
響
と
さ
れ
る
気
候
変
動

も
、地
域
の
生
態
環
境
の
変
化
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
、防
災
・

減
災
に
つ
な
が
る
気
象
デ
ー
タ
な
ど
関

連
情
報
の
重
要
性
は
一
段
と
高
ま
っ
て

い
る
。気
象
庁
の
気
象
研
究
所
は
熊
本

県
・
球
磨
川
の
氾
濫
と
い
っ
た
甚
大
な

被
害
を
引
き
起
こ
し
た
昨
年
七
月
の
豪

雨
を
モ
デ
ル
に
、防
災
関
連
の
情
報
発
信

の
高
度
化
に
取
り
組
む
。九
州
南
西
海

投
資
の
た
め
二
兆
円
規
模
の
基
金
を
創

設
し
、脱
炭
素
化
で
革
新
的
な
研
究
開

発
を
行
う
企
業
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
。

菅
首
相
は「
野
心
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
挑
戦
す
る
企
業
を
今
後
一
〇
年
間
継

続
し
て
支
援
し
て
い
く
」と
強
調
し
た
。

　
異
常
気
象
の
原
因
と
さ
れ
る
温
暖
化

を
食
い
止
め
る
対
策
を
進
め
る
一
方
、頻

発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
も
待
っ
た

な
し
だ
。来
年
度
か
ら
本
格
展
開
す
る
政

府
の「
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
た

め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」で
は
、風
水

害
や
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
、イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
応
な
ど
計
一
二
三
項
目
の

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、総
事
業

費
は
約
一
五
兆
円
に
上
る
。

　
二
○
二
一
年
の
干
支
は「
辛か

の
と
う
し丑

」。植

物
の
一
生
で
た
と
え
る
と
、辛
は「
草
木

が
枯
れ
、新
し
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
状

態
」、丑
に
は「
種
か
ら
芽
が
出
よ
う
と

す
る
状
態
」と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う

だ
。持
続
可
能
な
社
会
の
創
出
に
向
け
、

建
設
産
業
も
様
々
な
課
題
解
決
へ
新
た

な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
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